
(25)被服学教育における学士力の考察
被胆学教育FDノ IT活用研究委員会は、21年 7月、9月 、10月、11月の4回開催した。

被服学分野では、単なる知摯、技能を修得する教育でなく、被服のプラン
ニングやニー

ズ把薇、企画設計、維持管理を通じて問題解決を行い、生活を向上させる「力Jを目指
して検討した。その上で、サイパーFDO=員 52人に意見を求めたところ、8人 (15%)
から意見が寄せられ、寄せられた意見を踏事えて、以下の通りと,ま とめた.こ こでは、

「ヨァ・ヵリナュラムのイメ
ージ」、「測定方法」を割愛したので、詳細は資料編 【資

料 5】 を参照されたい。

畷 日霊ll文化や被鳳の社会的、保健衛生的役割を理解し、被凧の着用などにょるイメ=ジや感
性の表現ができる能力を身に付けている。

【
]違il:『テニぅ11樫雪裏彗撃操警基乳籠劣理J[骨響寺撃嘗Fを

論理的に説明できる。

【
翼澤星量二し、人体と被口との関係や被鳳1造を知り、機日の構成力を身に付け被鳳

パターン設計

に活用できる籠力を身に付けている。
【

]「iti:互書警I景[〔i:〕[:子fitEあ11[::機

能評価が

F:る

,

瑠 競易籍:L性を理解し、被鳳設計への応用と被服デザインの着用表現ができる。
【到違魔】

8 織盟霧君:露桂室警察ヒIり具しルの設計ができる。
O ファッションプレゼンテーションカ(できる。
【到逮目標 4】
繊維、アパレル産彙における生産、流通の仕組みと企画設計までのプロセスを理解することができ
る.

【到速度】

8 :ぜ′掌〒すフ撃菫た告〒1通鼻tr隼:属基T雰鳥ぁ方法を身に付けている。
0 アパレル製品の情報収集、コンセプトの策定、デザインを考えることができる。
F裂
議忌量星:島二、消費における環境問題などを理解し、生活の質の向上を考えることができる。
【到連壼】

えて、被服の選択、縦持管理の方法を理解している。
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【到連目●1

`■
|でむる僣毎漱を通轟させt喜鷹中に配慮した情報収集・分析あ演習を

卜などを教え、実

― ト により●●する。


